
戦国時代には直江兼続、江戸時代には井伊家が治めた

　　　与板は城下町、信濃川の川湊で栄え、この地域の中心地。

　　　今から千年程前に編まれた延喜式神明帳に、「都野神社」が
　
　　　搭載されていることから、古くからこの地域の総鎮守であった。

　　　直江山城守兼続が与板の城山に築城時、九州宇佐八幡宮より

　　　御祭神（応神天皇、神功皇后）を勧請し、八幡宮の称号も奉り、

　　　以後、与板の八幡様として信仰され現在に至る。
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「 与板郷総鎮守　津野神社　幾百年の歴史継承に迫る！ 」

2021.11.06お国自慢講演

　　　　講師　都野神社　宮司　八田元史　様

　　都野神社　概要


